
１５４

◆『
経
済
倶
楽
部
講
演
録
』

 

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ご
案
内 

�

渡
部
恒
雄「
バ
イ
デ
ン
外

交
と
大
統
領
選
挙
の
行
方
」　

小
幡

績「
新
し
い
現
実　

世
紀
へ
向
け
て

２２

の
経
済
・
金
融
市
場
・
金
融
政
策
・
中

央
銀
行
」　

佐
藤
千
矢
子「
ど
う
な
る

岸
田
政
権　
〜
課
題
と
展
望
〜
」

�

遠
藤
乾「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」　

河
野
龍
太

郎「
日
銀
は
米
欧
の
教
訓
を
学
ぶ
か
」

　

下
斗
米
伸
夫「
収
束
に
向
か
う
か
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
」　

横
山
隼
也「
世

界
Ｅ
Ｖ
競
争
の
本
質
」

�

西
野
純
也「
韓
国
総
選
挙

と
こ
れ
か
ら
の
日
韓
関
係
」　

趙
�

琳「
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
の
新
潮
流
」　

小

黒
一
正「
医
療
等
社
会
保
障
財
政
の

現
状
と
課
題
」　

山
口
二
郎「
自
民
党

の
危
機
と
民
主
政
治
の
行
方
」

＊
８
月
号　

＊
７
月
号　

＊
６
月
号　

【
編
集
後
記
】　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に

つ
い
て
話
さ
れ
た
尾
身
茂
氏
は
韓
国
と
の
比

較
で
、
こ
れ
ま
で
専
門
家
会
議
が
情
報
の
デ

ジ
タ
ル
化
や
保
健
所
機
能
の
強
化
な
ど
い
く

つ
も
提
案
し
て
い
る
が
実
行
さ
れ
な
か
っ
た

と
。
保
健
所
機
能
に
関
し
て
は
国
と
地
方
自

治
体
の
間
の
権
限
が
不
統
一
と
い
う
話
は
他

の
講
師
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に

手
を
付
け
る
動
き
は
見
え
ま
せ
ん
。
す
べ
て

が
現
状
維
持
を
よ
し
と
す
る
ム
ー
ド
が
支
配

的
で
す
。
２
０
２
３
年
度
の
日
本
の
経
常
収

支
黒
字
に
目
を
転
じ
る
と
、
過
去
最
高
で
海

外
の
稼
ぎ
で
あ
る
第
一
次
所
得
収
支
が
け
ん

引
し
て
い
ま
す
。
が
、
国
内
の
こ
う
し
た
停

滞
感
は
海
外
資
金
が
日
本
へ
の
投
資
に
向
か

い
難
い
背
景
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
号
は
松
田
京
平
氏
の
「
戦
後
日
本
政
治

の
転
換
点
」、
加
藤
出
氏
の
「
金
利
あ
る
世
界

へ
の
復
帰
と
課
題：
日
銀
金
融
緩
和
の
行

方
」、
千
々
和
泰
明
氏
の
「
戦
争
終
結
論
か
ら

見
る
昨
今
の
国
際
情
勢
〜
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ガ

ザ
・
台
湾
〜
」
を
掲
載
予
定
で
す
。
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